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１． 研究開発の目的  

急速な情報通信量の増加とともに、より高速に大量のデータの送受信を可能にする電子デバイスの動作

速度はGHzからTHzと近づきつつある。また、光学分野においても、メタマテリアルやフォトニック結晶といっ

た新規デバイス開発で THz 帯に注目が集まっている。このように THz 帯で機能するデバイスに集まると同

時に、THz 帯での使用に適した材料開発も急務となってきており、そのような場においてナノ領域の THz 特

性を詳細に観察できる顕微鏡開発を目的とした。 

２．研究開発の概要 

①成果 

本研究開発では、LiNbO3 単結晶を用いて発生させた高強度・広帯域 THz パルスを先鋭な AFM 探針に照

射したときに、探針先端部分に発生する THz 近接場光を観測し、局所の THz 分光およびイメージング可能

にすることを試みた。 

 

研究開発目標 達成度 

①高強度・広帯域 THz パルス光を用いた

高分解能 THz 近接場顕微鏡の開発 

①LiNbO3 結晶を使用した高強度・広帯域 THz パ

ルス光源と AFM をベースとした THz 近接場顕微

鏡の開発を行った。光源ユニットは十分な強度と

安定性が得る事に成功した。一方、近接場顕微

鏡については、安定した近接場光の検出には至

らなかった。 

 

②今後の展開 

本プロジェクトでは、THz近接場顕微鏡の完成には至らなかったが、高出力のTHzパルス光源をユ

ニット化することには成功した。LiNbO3 を使用した高強度 THz パルス光源は非常に有用な研究ツー

ルであり、市場の動向をみながら社内での THz 光源ユニット開発の継続を今後検討したい。 

 

３．総合所見 

目標とする成果は得られなかった。 

高強度・広帯域テラヘルツパルス光源のユニット化は完成させたものの、目標としていた近接場スペクト

ルが測定されず、テラヘルツ近接場顕微鏡の性能評価をするまでには至っていない。また、産と学との連携

効果が十分機能していないと見受けられた点は残念である。 


